
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 愛知工業大学情報電子専門学校 
設置者名 学校法人名古屋電気学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

高度情報処理学科 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑｺｰｽ 

夜 ・

通信 
７２単位 ６単位  

高度情報処理学科 

ﾒﾃﾞｨｱ情報ｺｰｽ 

夜 ・

通信 
３９単位 ６単位  

メカトロニクス学科 

電子制御・ﾛﾎﾞｯﾄｺｰｽ 

夜 ・

通信 
６２単位 ６単位  

メカトロニクス学科 

CAD・CAM ｺｰｽ 

夜 ・

通信 
７７単位 ６単位  

（備考） 

 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

閲覧の求めに応じられるよう事務室に設置。 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 愛知工業大学情報電子専門学校 
設置者名 学校法人名古屋電気学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.nagoyadenki.jp/structure/about/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
中綜合法律事務所 

弁護士 

2022.3.10 

∼2026.3.9 
コンプライアンス 

非常勤 
名工建設株式会社 

監査役 

2022.3.10 

∼2026.3.9 

学校法人運営 

（施設担当） 

非常勤 
豊田通商株式会社 

ｼﾆｱｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

2023.4.1 

∼2026.3.9 

学校法人運営 

（総務担当） 

非常勤 
株式会社髙木商店 

代表取締役 

2022.3.10 

∼2026.3.9 

学校法人運営 

（事業担当） 

非常勤 
川北電気工業株式会社 

代表取締役社長 

2022.3.10 

∼2026.3.9 

学校法人運営 

（施設担当） 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 愛知工業大学情報電子専門学校 

設置者名 学校法人名古屋電気学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業の方法、内容、到達目標、成績評価の方法や合格の基準その他を記載したシラ

バスを授業実施の前年度末に担当教員が作成し、教務部で内容を確認した上で公表を

行う。 

 公表時期：４月 

 

授業計画書の公表方法 冊子「授業計画書」としてファイリングし、事務室に設置 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

成績評価は 100 点を満点として、60 点以上を合格、60 点未満を不合格として評語

および評価内容は次のとおりとする。また、教育の特性を踏まえた適切な指導により

学修の成果を評価することとする。 

 

 

評 語 点  数 評価内容 

秀 （S） 90 点以上 到達目標を極めて優秀な水準で達成している 

優 （A） 80 点以上 90 点未満 到達目標を優秀な水準で達成している 

良 （B） 70 点以上 80 点未満 到達目標を概ね達成している 

可 （C） 60 点以上 70 点未満 到達目標の必要最低限は達成している 

不可（D） 60 点未満 到達目標の必要最低限を達成していない 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

 各学生の履修科目の平均成績は以下の式を用いてＧＰＡとして算出する。 

 

 

ＧＰＡ =

履修した科目の各単位数×ＧＰ
※

の合計

履修した科目の全単位数
 

 

※1：成績評価を「秀」を 4点、「優」を 3点、「良」を 2点、「可」を 1 点、「不可」を

0 点として数値化したもの。 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
学生に配布する学生便覧に記載すると共に、「成績評価の指

標」としてファイリングし、事務室に設置。 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業の認定に関する方針は、教育理念として「社会に役立つ」を指標とし、本校の

目的でもある「人材育成像」を目指すことにより、学生が身に付けるべき以下の４項

目を定め卒業単位の修得をもって生涯学習の教育成果に到達したとみなし、卒業証書

（専門士）を授与している。 

１．分野ごとの基礎知識および理解力を身につけている。 

２．課題に対して解決および技術力を修得している。 

３．人間としての倫理および社会との関わりに対して理解ができている。 

４．取得した資格に対して汎用的に取り組む姿勢および解決できる実践力を備え

ている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
学生に配布する学生便覧に記載すると共に、「卒業の認定方

針」としてファイリングし、事務室に設置。 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 愛知工業大学情報電子専門学校 

設置者名 学校法人名古屋電気学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nagoyadenki.jp/document/disclosure/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.nagoyadenki.jp/document/disclosure/ 
財産目録 https://www.nagoyadenki.jp/document/disclosure/ 
事業報告書 https://www.nagoyadenki.jp/document/disclosure/ 
監事による監査報告（書） https://www.nagoyadenki.jp/document/disclosure/ 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 

高度情報処理学科 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑｺｰｽ 

(単位制) 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼  

80 単位 
46 単位  36 単位   

82 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

高度情報処理学科

100 名の内数 54 人 0 人 2 人 8 人 10 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）授業の方法、内容、到達目標、成績評価の方法や合格の基準その他を記載し

たシラバスを授業実施の前年度末までに担当教員が作成し、教務部で内容を確認した

上で公表を行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は 100 点を満点として、60 点以上を合格、60 点未満を不合格として評語

および評価内容は次のとおりとする。また、教育の特性を踏まえた適切な指導により

学修の成果を評価することとする。 
評 語 点  数 評価内容 

秀 （S） 90 点以上 到達目標を極めて優秀な水準で達成している 

優 （A） 80 点以上 90 点未満 到達目標を優秀な水準で達成している 

良 （B） 70 点以上 80 点未満 到達目標を概ね達成している 

可 （C） 60 点以上 70 点未満 到達目標の必要最低限は達成している 

不可（D） 60 点未満 到達目標の必要最低限を達成していない 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定基準  

必修科目は全て（68 単位）、選択科目は 12単位（180 時間）以上修得し、合 

計で 80 単位（1710 時間）以上の修得が卒業の認定基準となる。 

 

学修支援等 

（概要） 

 授業を欠席した学生、時間内に課題が完成しなかった学生に対し、授業の空き時間

や授業後に個別指導を行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 30 人 

（100％） 

10 人

（33.3％）

20 人

（66.7％）

0 人

（0％）

（主な就職、業界等） 

 トヨタ自動車(株)、富士ソフト(株)、愛知時計電機(株)など専門知識を活かして就職

している。 

（就職指導内容） 

履歴書の書き方、面接指導など担任が実施。後援会組織の企業展に参加。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 基本情報技術者試験（取得率 93.3％）、Oracle Master Bronze(取得率 73.3％)など 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  63 人 5 人 7.9％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更（就職）・学業不振・学習意欲の低下・病気 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

（中退防止） 

受験前に体験入学（体験授業実施）への参加を積極的に勧誘し、志望学科内容と学

生の志望のミスマッチを無くすよう努めている。 

中間試験を学期途中で実施し、試験結果・授業出席状況が著しく悪い学生の家庭に

通知することにより、早期に指導を行うよう努めている。 

定期試験の結果について、学生の家庭に通知し情報の共有を行っている。 

（中退者支援） 

退学理由を就職のためとしている学生は次の就職先を決めて退学することが殆ど 

であるが、決定できずに退学となった学生が希望すれば本校への求人情報を開示す 

る等就職支援を行っている。 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 

高度情報処理学科 

ﾒﾃﾞｨｱ情報ｺｰｽ 

(単位制) 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼  

80 単位 
46 単位  36 単位   

82 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

高度情報処理学科

100 名の内数 41 人 0 人 3 人 5 人 8 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 授業の方法、内容、到達目標、成績評価の方法や合格の基準その他を記載したシラ

バスを授業実施の前年度末までに担当教員が作成し、教務部で内容を確認した上で公

表を行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は 100 点を満点として、60 点以上を合格、60 点未満を不合格として評語

および評価内容は次のとおりとする。また、教育の特性を踏まえた適切な指導により

学修の成果を評価することとする。 

 
評 語 点  数 評価内容 

秀 （S） 90 点以上 到達目標を極めて優秀な水準で達成している 

優 （A） 80 点以上 90 点未満 到達目標を優秀な水準で達成している 

良 （B） 70 点以上 80 点未満 到達目標を概ね達成している 

可 （C） 60 点以上 70 点未満 到達目標の必要最低限は達成している 

不可（D） 60 点未満 到達目標の必要最低限を達成していない 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定基準  

必修科目を全て（６８単位）、選択科目は１２単位（１８０時間）以上修得し、合 

計で８０単位（１７１０時間）以上の修得が卒業の認定基準となる。 

 

学修支援等 

（概要） 

授業を欠席した学生、時間内に課題が未完成の学生に対し、授業の空き時間や授業後

に個別指導を行っている。 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

5 人

（21.7％）

18 人

（78.3％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

（株）LIXIL、トヨタ情報システム愛知（株)、（株）ソフトテックスなど、専門知識

を活かして就職している。 

（就職指導内容） 

学園グループが開催する企業展に参加、履歴書の書き方、面接指導などを担任が実施。

（主な学修成果（資格・検定等）） 
基本情報技術者試験（取得率 30％）、Web デザイナー検定ベーシック (取得率 83％)など 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  50 人 3 人 6.0％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振・進路変更（就職）・病気 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

（中退防止） 

受験前に体験入学（体験授業実施）への参加を積極的に勧誘し、志望学科内容と学

生の志望のミスマッチを無くすよう努めている。 

中間試験を学期途中で実施し、試験結果・授業出席状況が著しく悪い学生の家庭に

通知することにより、早期に指導を行うよう努めている。 

定期試験の結果について、学生の家庭に通知し情報の共有を行っている。 

（中退者支援） 

退学理由を就職のためとしている学生は次の就職先を決めて退学することが殆ど 

であるが、決定できずに退学となった学生が希望すれば本校への求人情報を開示す 

る等就職支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 

メカトロニクス学科 

電子制御・ﾛﾎﾞｯﾄｺｰｽ 

(単位制) 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼  

79 単位 
44 単位  27 単位 10 単位  

81 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科

100 名の内数 20 人 0 人 2 人 9 人 11 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 授業の方法、内容、到達目標、成績評価の方法や合格の基準その他を記載したシラ

バスを授業実施の前年度末までに担当教員が作成し、教務部で内容を確認した上で公

表を行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は 100 点を満点として、60 点以上を合格、60 点未満を不合格として評語

および評価内容は次のとおりとする。また、教育の特性を踏まえた適切な指導により

学修の成果を評価することとする。 

 
評 語 点  数 評価内容 

秀 （S） 90 点以上 到達目標を極めて優秀な水準で達成している 

優 （A） 80 点以上 90 点未満 到達目標を優秀な水準で達成している 

良 （B） 70 点以上 80 点未満 到達目標を概ね達成している 

可 （C） 60 点以上 70 点未満 到達目標の必要最低限は達成している 

不可（D） 60 点未満 到達目標の必要最低限を達成していない 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定基準  

必修科目を全て（４２単位）、選択科目は３７単位（８１０時間）以上修得し、合 

計で７９単位（１７１０時間）以上の修得が卒業の認定基準となる。 

 

学修支援等 

（概要） 

授業を欠席した学生、時間内に課題が完成しなかった学生に対し、授業の空き時間や

授業後に個別指導を行っている。 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 17 人 

（100％） 

3 人

（17.6％）

13 人

（76.5％）

1人

（5.9％）

（主な就職、業界等） 

スズキ㈱、イビデン㈱、カワサキロボットサービス㈱など、学んだ知識を活かした業

界へ就職している。 

（就職指導内容） 

 学園グループが開催する企業展に参加、履歴書の添削、模擬面接指導を担任が実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 ディジタル技術検定試験（取得率 42%）など。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  27 人 1 人 3.7％ 

（中途退学の主な理由） 

 病気 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

（中退防止） 

受験前に体験入学（体験授業実施）への参加を積極的に勧誘し、志望学科内容と学

生の志望のミスマッチを無くすよう努めている。 

中間試験を学期途中で実施し、試験結果・授業出席状況が著しく悪い学生の家庭に

通知することにより、早期に指導を行うよう努めている。 

定期試験の結果について、学生の家庭に通知し情報の共有を行っている。 

（中退者支援） 

退学理由を就職のためとしている学生は次の就職先を決めて退学することが殆ど 

であるが、決定できずに退学となった学生が希望すれば本校への求人情報を開示す 

る等就職支援を行っている。 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 

メカトロニクス学科 

CAD・CAM ｺｰｽ 

(単位制) 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼  

81 単位 
48 単位  35 単位   

83 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科

100 名の内数 25 人 0 人 2 人 11 人 13 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 授業の方法、内容、到達目標、成績評価の方法や合格の基準その他を記載したシラ

バスを授業実施の前年度末までに担当教員が作成し、教務部で内容を確認した上で公

表を行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は 100 点を満点として、60 点以上を合格、60 点未満を不合格として評語

および評価内容は次のとおりとする。また、教育の特性を踏まえた適切な指導により

学修の成果を評価することとする。 

 
評 語 点  数 評価内容 

秀 （S） 90 点以上 到達目標を極めて優秀な水準で達成している 

優 （A） 80 点以上 90 点未満 到達目標を優秀な水準で達成している 

良 （B） 70 点以上 80 点未満 到達目標を概ね達成している 

可 （C） 60 点以上 70 点未満 到達目標の必要最低限は達成している 

不可（D） 60 点未満 到達目標の必要最低限を達成していない 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定基準  

必修科目を全て（４５単位）、選択科目は３６単位（７８０時間）以上修得し、合 

計で８１単位（１７１０時間）以上の修得が卒業の認定基準となる。 

 

学修支援等 

（概要）授業時間内に未提出課題のある学生は、授業後個別に対応、また授業欠席学

生に対しても個別指導を行っている。 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 22 人 

（100％） 

2 人

（9.1％）

20 人

（90.9％）

0人

（  0％）

（主な就職、業界等） 

トヨタ自動車㈱、住友重機械工業㈱、スズキ㈱などへ専門知識を活かして就職している。

（就職指導内容） 

履歴書の書き方、面接指導など担任が実施。後援会組織の企業展に参加。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

トレース技能検定試験 2 級（取得率 95%）、２次元ＣＡＤ利用技術者試験 1 級（取得率

65%）、３次元ＣＡＤ利用技術者試験準 1級（取得率 78%）など。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 36 人 0 人 0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

（中退防止） 

受験前に体験入学（体験授業実施）への参加を積極的に勧誘し、志望学科内容と学

生の志望のミスマッチを無くすよう努めている。 

中間試験を学期途中で実施し、試験結果・授業出席状況が著しく悪い学生の家庭に

通知することにより、早期に指導を行うよう努めている。 

定期試験の結果について、学生の家庭に通知し情報の共有を行っている。 

（中退者支援） 

退学理由を就職のためとしている学生は次の就職先を決めて退学することが殆ど 

であるが、決定できずに退学となった学生が希望すれば本校への求人情報を開示す 

る等就職支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

高度情報処理学科 

メカトロニクス学科 
180,000 円 800,000 円 320,000 円その他納付金 

：教育充実費 

修学支援（任意記載事項） 

・本校の在校生の兄弟を対象とした入学金の減免 

・特定の入試制度で学業成績が優秀な者を対象とした奨学金 

・学業成績優秀者を対象とした奨学金 

・家計の経済状態が悪化した場合等に支給する奨学金 等 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://ace.ac.jp 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

主な評価項目：教育活動、学修成果、学生支援 

評価委員会の構成 定数：４名以上、選出区分：卒業生、地元関係者、地元企業関係

者、高等学校関係者、保護者、その他教育に関する有識者 

評価結果の活用方法：評価結果が校長に報告された後、教職員その他関係各位に周知

するとともに改善策の策定を速やかに行い順次改善していく。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社クロップス・クルー 2022.4.1～2024.3.31 卒業生 

豊田市役所 2022.4.1～2024.3.31 地元関係者 

鬼頭工業株式会社 2022.4.1～2024.3.31 地元企業関係者 

愛知工業大学名電高等学校 2022.4.1～2024.3.31 高等学校関係者 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://ace.ac.jp 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 https://ace.ac.jp 

 


